
新学習指導要領（道徳について） 

 

１ 道徳の時間の課題（文科省資料より）と柏市の実態 

 

道徳の時間の課題１ 

「道徳の時間は，各教科等に比べて軽視されがちである」 

 ・ 行事や教科の授業などに流用されて，標準授業時数に達しない 

    ▼ 

  柏市の実態 

「軽視の実態はない」 

年間標準授業時数（小１は３４，他は３５時間）を満たさない学級はない 

 小学校平均 ３５．４時間   標準授業時数に満たない学級 ０ 

 中学校平均 ３５．０時間   標準授業時数に満たない学級 ０ 

 

道徳の時間の課題２ 

「指導方法に課題がある」 

・ 読み物の登場人物の心情理解のみに偏った形式的な指導になりがち 

・ 発達の段階などを十分に踏まえず，児童生徒に望ましいと思われる 

  分かりきったことを言わせたり書かせたりする授業になりがち 

    ▼ 

柏市の実態：道徳教育を推進する上で 

① 教材（資料）       ② 効果的な指導方法 

③ 指導の効果の把握（評価） ④ リーダーとなる教員の不足 

に課題を持つ学校が多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  柏市では，道徳の授業はしている・・が，指導方法には課題 
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２ 教科化で，何を・どう教えるかが明確に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 柏市は，検定教科書の「指導書」を購入し，学校に配付する 
  ※ 指導書：教科書の内容毎に，ねらい，学習の流れ（教師の発問），板書例， 

留意点，内容項目に関わるポイントなどが示されている資料集 

 

 

「教科書」の導入によって 

⇒ 「何を使って教えるか ＝①教材（資料）」が明確に 

「指導書」の購入・配付によって 

⇒ 「どう教えるか    ＝②効果的な指導方法」が明確に 

「どう評価するか   ＝③指導の効果の把握」が明確に 

「どう教材研究するか ＝④リーダーを中心とした校内研修の方向性」が明確に 

  ※ 学校・教師によっては，今までの積み重ねからの転換・進化も求められるが 

今までの道徳教育における課題の解決につながる 

 

柏市は，全学校・全学級で， 

「特別の教科 道徳」の授業に，一定の質を確保する 

 

 


